
平成２３年　 14：46　地震発生

３月 １１日

　

　　中南部下水道事務所（仙塩流域下水道）

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

地震発生直後の執務室（撮影 １４：５２）

地震発生直後の執務室（撮影 １４：５２） 中央監視室（撮影 １５：００）

管理棟ロビー（撮影 １４：５２）

職員駐車場（撮影 １４：５５）

（この後、車両は津波により全て流出）
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平成２３年　 15：50頃　津波発生

３月 １１日

　

・写真は全て管理棟屋上から各番号（①等）の方向へ向けて撮影したもの。

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

②職員駐車場付近

①

② ③
④

⑤

⑥

◎

①場内に津波襲来

③漂流してきたコンテナ ④自家用発電機（津波により機能停止）

⑤ガスホルダー流出 ⑥津波襲来直後

◎ 管理棟（撮影位置）

仙塩浄化センター敷地
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平成２３年　 管理棟３階へ避難　（７３名）

３月 １１日

21：57　JX日鉱日石エネルギー（株）仙台製油所火災爆発発生

　

22：30　七ヶ浜町立中学校に自主避難

３月 １２日 8：00　　仙塩浄化センター被害調査開始

11：20　ＪＸ火災　半径２ｋｍ範囲に避難指示発令　（１５日　14:30鎮火）

13：00　調査中断　七ヶ浜中央公民館へ避難

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

避難者内訳

火災発生箇所から管理棟まで

直線距離で約８００ｍ

①場内に津波襲来火災発生

管理棟

執務室 管理棟１Ｆ廊下

場 内 場 内
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３月 １３日 8：00　仙台土木事務所に仮事務所設置

３月 １４日 現地調査開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

⑤ガスホルダー流出 ⑥津波襲来直後

場内被災状況

地下管廊入り口（冠水により侵入不可） 地下管廊被災状況（浸水排水後）

場内被災状況

送風機被災状況 送風機分電板
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平成２３年  現地調査開始

３月 １４日

～

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

⑤ガスホルダー流出 ⑥津波襲来直後

水処理施設（汚泥堆積） 水処理施設（汚泥堆積）

汚水ポンプ 自家発電機（浸水痕）

場内被災状況（汚泥処理棟側） 汚泥処理施設

汚泥処理施設汚泥処理施設

-11-



平成２３年  現地調査開始

３月 １４日

～

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

汚泥処理施設汚泥処理施設

汚泥処理施設汚泥処理施設

ガスホルダー流出（手前が基礎部分）汚泥処理施設

汚泥焼却施設（汚泥投入口）汚泥焼却施設
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平成２３年  管内管渠調査開始

３月 １７日

～

３月 １９日 場内進入路の確保（土のう、敷鉄板）

マンホールからの溢水発生

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

上水道の復旧が進むにつれ流下下水が増大してマンホールの溢水が発生した。

応急対応必要箇所の把握

仮復旧完了被災状況
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平成２３年  溢水対策（仮設沈殿池を使用した緊急放流）

３月 ２１日

　 　

３月 ２９日 溢水対策　（国土交通省移動ポンプ車稼働及び流入渠へ仮設ポンプ設置）

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

隣接する緩衝緑地公園内に仮設沈殿池を設置。ＭＨから下水を導水して、沈殿、消毒後、河

川に放流した。

仮設沈殿池流入口 仮設沈殿池放流口

移動ポンプ車 流入渠へ仮設ポンプ設置

流入渠から水処理施設へ導
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平成２３年 　 仮設材調達支援（燃料・発電機・ホース等））

３月 中旬

　 　

　   

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

震災による物流の混乱、工事資材の需要の増大により、応急対応に必要となる資材の確保

が困難な状況であったが、自衛隊による燃料支援、国土交通省、経済産業省等からの仮設

材支援により対応が可能となった。

自衛隊による燃料支援

発動発電機 仮設資材

汚水ポンプ

仮設資材

汚水ポンプ

仮設資材
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平成２３年 　 秋田県・大館市・潟上市からの支援（管渠１次調査）

４月 １日

　 ～

８日

４月 ８日 溢水対策（要害川へ仮設沈殿池設置）

　 　

　   

４月 １４日 場内のヘドロ及び汚泥を仮置き場に移動開始

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

秋田県 １３人 大館市 ４人 潟上市 ４人 （延べ人数）の支援により、管渠１次調査開始

場内に堆積した津波由来の土砂、ヘドロ及び水処理施設に沈殿している汚泥を場内に設置

した仮置場に移動し、施設の仮復旧及び災害査定へ向けた被災調査を本格化させた。

汚泥仮置

場

溢水対策として要害川に仮設沈殿池を設置した。

大型土のうによる仮設沈殿池
発電機及びポンプ設置（騒音対策シート養生）

場内道路 地下管廊（排水後） 水処理施設

仙台幹線七北田川左岸幹線
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平成２３年 　 ５号汚水ポンプ（９５ｍ３/日）復旧　　全４台の内１台復旧

４月 ２０日

５月 ６日 汚泥仮置場の臭気対策開始（消臭剤散布）

気温の上昇に伴い、臭気に対する苦情が寄せられる。対策として１日２回消臭剤を散布

５月 １１日 移動脱水車による汚泥脱水処理開始

　 　 　　　 　 　 　

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

被災状況 復旧完了

汚泥搬入状況 消臭剤散布状況

移動脱水車 脱水状況
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平成２３年 　 水質試験室仮復旧に伴い、水質日常試験開始

５月 １６日

６月 １０日 ベルトプレス型脱水機　応急仮復旧により稼働開始

６月 ２０日 遠心脱水機　応急復旧により稼働開始

 

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

津波浸水により機能停止したベルトプレス型脱水機は仮設での補機類（薬品投入設備、汚

泥ポンプ等）を設置し、汚泥脱水を開始した。

薬品投入設備（仮設） 汚泥ポンプ
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平成２３年 　 仮設送風機による簡易曝気処理開始（全４系列の内２系列：２・３系列）

６月 ２８日 　　　 　 　 　

　

７月 １日 宮城県　平成２３年度人事異動　

地方自治法第２５７条に基づく派遣職員着任

　　　東京都：青柳　正俊（電気職）　～H24.3　　

　　　　　　　　 海野　望　 （機械職）　～H23.10

　　　富山県：吉江　智晴（土木職）　～H23.9

　　　石川県：林　崇      （土木職）　～H23.10

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

仮設ブロアを設置して簡易処理（沈殿＋消毒）から簡易曝気処理へ移行し、水質を向上させた。

写真 右上 東京都職員 （査定現地説明）

左下 富山県職員 （査定机上説明）

右下 石川県職員 （現地調査）

青
柳
主
任
主
査

海
野
技
術
主
幹

吉
江
技
術
主
査

林
技
術
主
査

仮設ブロア設置状況 仮設ブロア設置状況

仮設ブロア設置完了 簡易曝気処理開始
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平成２３年 　 汚泥仮置場及び水処理施設貯留汚泥の臭気対策としてシート覆蓋設置

７月 １１日 消臭剤の散布に加えシート覆蓋を設置して臭気拡散防止を図った。

７月 ３１日 浄化センター周辺住民説明会

　

８月 １日 汚泥仮置場の覆土工事開始（臭気対策）

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

汚泥仮置場 シート設置状況 汚泥仮置場 シート設置状況

水処理施設汚泥貯留状況 水処理施設シート覆蓋設置完了

施設の被災状況、復旧方針、臭気問題の対応等について地域住民へ説明した。

覆土施工中 覆土完了 （１１月まで作業中断）

汚泥の発酵が促進される高温期が過ぎるまでの期間、臭気の拡散防止の目的で覆土を実

施。
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平成２３年 　 第５次災害査定

８月 ２日 ～８月５日　 仙塩流域下水道決定分　件数　５件　　決定額　Ｃ＝９８４百万円

　

　８月 ２３日 第６次災害査定

～８月２６日 仙塩流域下水道決定分　件数　８件　　決定額　Ｃ＝６，０９８百万円

８月 ２７日 水処理施設（１系・４系）に貯留していた汚泥を仮設脱水機により脱水、搬出開始

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

貯留している汚泥の脱水処理は仮設脱水機を設置して開始した。作業中は臭気の拡散に

配慮して、大型仮設テント内で実施した。

汚泥引き抜き 汚泥引き抜き

清掃汚泥引き抜き
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平成２３年 　 水処理施設（１系・４系）に貯留していた汚泥を仮設脱水機により脱水、搬出開始

８月 ２７日

９月 ５日 第７次災害査定

　 　 ～９月９日　 仙塩流域下水道決定分　件数　３件　　決定額　Ｃ＝１，４０６百万円

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

清 掃 大型仮設テント設置

大型仮設テント設置完了 脱水作業（仮設脱水機）

脱水汚泥へ消臭剤散布（臭気拡散対策） 汚泥場外搬出
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平成２３年 　 台風１５号による大雨によりマンホールから溢水発生。

９月 ２０日 台風１５号による大雨により一部施設で増破

　

　

　

９月 ２６日 第８次災害査定

～３０日 仙塩流域下水道決定分　件数　５件　　決定額　Ｃ＝２，３２８百万円

　

　

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

大雨により場内道路が冠水。地下管廊破損箇所から雨水が流入、管廊内機器が浸水、再度

被災した。

雨水侵入 土嚢設置状況

台風による異常出水で震災により破損していた管渠やマンホールからの侵入水により低位置

のマンホールから溢水した。
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平成２３年 　 脱水機汚泥供給ポンプ復旧(応急復旧）

　９月 ２９日

９月 ３０日 　　　富山県派遣職員　任期満了により帰県

　　　　吉江　智晴（土木職） H23.7～

１０月 １日 　　　富山県職員着任

　 　 　　　　　中村　衛（土木職）　～H23.12

　

１０月 １１日 第９次災害査定

～１４日 仙塩流域下水道決定分　件数　１件　　決定額　Ｃ＝８５３百万円

　

　

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

中
村
主
任
主
査

薬品投入設備（仮設） 汚泥供給ポンプ
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平成２３年 　 第１０次災害査定

１０月 ２４日 ～２８日 仙塩流域下水道決定分　件数　４件　　決定額　Ｃ＝３，１８３百万円

１０月 ２９日 地元説明会

　 　 　

　

１０月 ３１日 東京都派遣職員任期満了により帰都

　　海野　望（機械職）　H23.7～

石川県派遣職員任期満了により帰県

　　林　崇（土木職）　H23.7～

　

１１月 １日 　　　東京都職員着任

　　　吉井　鎭英（機械職）　～H24.3

　　　新潟県職員着任

　　　二瓶　保幸（電気職）　～H24.3

　　　石川県職員着任

　　　山田　昇（土木職）　～H24.3

施設復旧状況の説明

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

山
田
技
術
主
査

吉
井
技
術
主
査

二
瓶
主
任
主
査
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平成２３年 　 汚泥仮置場の汚泥セメント固化処理開始　（１２月２０日完了）

１１月 ７日

１１月 ７日 第１１次災害査定

　 　 ～１１日 　 仙塩流域下水道決定分　件数　４件　　決定額　Ｃ＝１，４９６百万円

　

　 　 　　　　　

　　

　

　

　

　 ※仙塩流域下水道は第５次査定～第１１次査定

１２月 ３１日 　　　富山県職員任期満了により帰県

　　　　　　中村　衛（土木職）　H23.10～

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

二
瓶
主
主
任
主
査

臭気抑制対策として覆土をしていた汚泥仮置場の汚泥にセメント固化処理を施して場外へ

の搬出を開始した。

搬出完了後は掘削土により埋め戻し、汚泥仮置場を完全に撤去した。

セメント系固化処理剤により固化処理 固化後、場外へ搬出
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平成２４年 　

１月 ４日 　　　富山県職員着任

　　　　長井　史彦（土木職）　～H24.3

３月 １６日 送風機運転開始式

送風機の復旧により水処理施設全４系列の内１系列で生物処理が開始

　

３月 ３０日 重力濃縮槽復旧

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

長
井
技
術
主
査
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平成２４年 　 　　　東京都職員任期満了により帰都 新潟県職員任期満了により帰県

３月 ３１日 　　　　青柳　正俊（電気職）　H23.7～ 　二瓶　保幸（電気職）　H23.11～

　　　　吉井　鎭英（機械職）　H23.11～

　　　富山県職員任期満了により帰県 石川県職員任期満了により帰県

　　　　長井　史彦（土木職）　H24.1～ 　山田　昇（土木職）　H23.11～

４月 １日 　　　東京都職員着任 　　　新潟県職員着任

　　　　　倉持　昭人（電気職）　～H25.3 　　　　　原　征樹（電気職）　～H24.6

　　　　　藤江　正樹（機械職）　～H25.3

　　　石川県職員着任

　　　　　林　崇　※　（土木職）　～H25.3　　

　　　　　　※H23.7～H23.10も派遣

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

原
技
術
主

林
技
術
主
査

倉
持
主
任
主
査

原
技
術
主
査

藤
江
主
任
主
査
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平成２４年 　 下水処理開始式を開催

４月 ２５日

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

生物処理開始（送風機始動）

平成２３年６月から「簡易曝気処理」により水処理を実施していたが、一部施設の復旧によ

り施設能力の５０％を「生物処理」へと移行した。

生物処理の開始を下水処理の再開と位置づけ、「仙塩浄化センター下水処理開始式」を

開催した。

復旧した送風機 郡和子復興大臣政務官（当時）

水処理施設（復旧 水処理施設（復旧後）

水処理施設（復旧前） 水処理施設（復旧後）
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平成２４年 　 バイパス水路復旧

６月 ６日

　

６月 ３０日 　　　新潟県職員任期満了により帰県

　 　 　　　　　原　征樹（電気職）　H24.4～

７月 １日 　　　　　　新潟県職員着任

　　　　　　　　渡邊　富彦（電気職）　～H24.9

８月 ７日 自家発電機津波対策完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

渡
邊
技
術
主
査

村
井
知
事

台風や低気圧による異常出水時に使用するバイパス水路が復旧した。

仮設ポンプとバイパス水路の復旧により、異常出水時のマンホールの溢水を回避可能と

なった。

津波襲来状況 施設復旧及び浸水対策完

自家発電施設は、地震による被害はなかったものの、津波による浸水により機能停止に

陥った。施設の復旧と併せて、防潮壁設置による津波浸水対策を実施した。

津波による洗掘により被災 復旧完了
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平成２４年

８月 ７日

８月 ２５日 震災復旧イベント『復活祭３．１１からの再生』を開催

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

津波浸水痕 防潮壁設置状況

一部施設が本格的に稼働した８月、震災被害からの復旧状況について情報発信する目的

と下水道施設の重要性のＰＲを兼ねて施設見学等のイベントを実施した。

施設復旧パネル展示 施設見学（中央監視室）

施設見学（水処理施設） 微生物観察（地元テレビ局取材）

コンポスト及び植木鉢配布 コンポスト配布
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平成２４年 震災復旧イベント『復活祭３．１１からの再生』を開催

８月 ２５日

９月 ４日 １系列・４系列水処理施設本復旧完了

水処理施設全４系列の内、２系列の本復旧が完了した。

９月 ３０日 　　　新潟県職員任期満了により帰県

　　　　渡邊　富彦（電気職）　H24.7～

１０月 １日 　　　　　　新潟県職員着任

　　　　　　　佐越　俊光（電気職）　～H24.12

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

佐
越
技
術
主
査

佐
越
技
術
主
査

縁日コーナー むすび丸

４系列 本復旧完了

１系列 本復旧完了
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平成２４年 特高受電設備本復旧完了

１１月 １８日

１１月 ２３日 震災復旧イベント『「復興の森」再生への植樹祭』を開催

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

東日本大震災により甚大な被害を受けた仙塩浄化センターの順調な復旧を『祈念』し、復

旧関係者の復興推進の想いを将来に残す事と枯木撤去後の補植による「復興の森」再生を

目的に植樹祭を開催した。イベントは祝日に開催され、歴代の応援職員も参加した。

個々に持ち寄った樹木を植樹 東京都の歴代応援職員

新潟県の歴代応援職員（1名は宮城県）富山県から家族で参加していただきました

事前準備（塩害で枯れた樹木の伐採）

石川県派遣 林技術主査 ２度目の派遣

派遣期間 Ｈ２３（４ヶ月）、Ｈ２４（１年間）

断路機復旧前 断路機復旧後
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平成２４年 震災復旧イベント『「復興の森」再生への植樹祭』を開催

１１月 ２３日

１１月 ２６日 ろ過設備本復旧完了

１１月 ３０日 機械濃縮機本復旧完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

津波浸水により機能停止 復旧完了（No.3マイクロスピッツ）

補機類の浸水により機能停 復旧完了

-34-



平成２４年 汚水ポンプ本復旧完了

１２月 １２日

１２月 ２７日 1号余剰ガス燃焼装置復旧完了

１２月 ３１日 新潟県職員任期満了により帰県

佐越俊光（電気職）　H24.10～

平成２５年

１月 １日 　　　　　　新潟県職員着任

　　　　　　　山﨑　達也（電気職）　～H25.3

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

復旧前 復旧後

復旧前 復旧後

全台数が本復旧完了。震災前と同等の汚水揚水量が確保できるようになった。

山
﨑
主
任
主
査

山
﨑
主
任
主
査
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平成２５年 　 沈砂池設備本復旧完了

１月 １８日

１月 ２５日 汚泥焼却施設運転開始式

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

汚泥焼却施設が復旧したのを記念して運転開始式を開催した。

水処理施設の復旧により下水の浄化は震災前の水準に復旧していたが、下水を処理する

過程で発生する汚泥の処理が懸案となっていたが、汚泥焼却施設の稼働により、下水処理

の主な機能（水質浄化、汚泥の処理）が復旧したことで、震災前同様の安定した下水処理が

可能となった。

汚泥投入口（被災状況） 汚泥投入口（復旧）

焼却炉炉内耐火煉瓦亀裂状況 炉内耐火煉瓦復旧状況

除塵機復旧前 除塵機復旧後
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平成２５年 　

１月 ２５日

送風機本復旧完了

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

焼却開始（焼却炉点火）

１号、３号送風機の復旧が完了して全台数が復旧した。

被災状況 復旧完了
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平成２５年

２月 ７日 水処理施設全系列復旧完了　

２月 ８日 汚泥脱水機本復旧完了

３月 ２９日 ガスホルダーの復旧が完了したことで、全ての施設の復旧が完了した。

　

　

　

年　月　日 歩み（復旧・復興への取り組み、復旧状況）

２系列・３系列の復旧が完了し、平成２４年９月に復旧した１系列、４系列と合わせて全復旧と

なった。

津波で流出したガスホルダーが復旧。

４系列 Ｈ２４．９月 本復旧完了

１系列 Ｈ２４．９月 本復旧完了

２系列 今回 本復旧完了

３系列 今回 本復旧完了

被災状況 復旧工事状況

・未曾有の大災害により壊滅的な被害を受け、処理機能全停止に陥った仙塩浄化センター

だったが、近隣住民の復旧工事への理解や工事関係者の弛まぬ努力により、約二年で被

災前の状態に復旧することができた。
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